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　「臨床検査学教育」12 巻 1 号を発行することが

できました。原稿を賜りました、すべての先生方

に御礼申し上げます。本号は、第 14 回日本臨床

検査学教育学会学術大会（会長　熊本保健科学大

学　古閑公治先生）のプログラムの中から、基調

講演、教育講演、シンポジウム、会長講演に加え、

学生優秀賞を受けられた演題について、執筆頂き

ました。学会に参加できなかった先生にも盛会裏

に終わった学会の内容を見て頂きたいと思いま

す。それに加え、投稿論文も掲載されております。

臨床検査学教育における工夫について、学術的な

解析を踏まえ検討された本誌に相応しい内容の論

文ですので、目を通して頂ければと思います。ま

た、今後も会員の先生方には積極的に論文を投稿

していただきますよう、よろしくお願い致します。

　令和の時代の到来とともに臨床検査学教育は大

きな転換点にさしかかっています。臨床検査技師

の教育カリキュラムの改訂で各施設とも対応に追

われていることと思います。臨地実習の単位数増

加を目前にひかえ、医療機関との協力体制の強化、

教育内容の見直しなど課題は山積されています。

AI の医療分野への応用は、臨床検査技師業務の

中心である診断分野で活用が進んでいます。今回

の教育カリキュラム改正を positive にとらえ、将

来にわたって、臨床検査技師が唯一無二の存在と

して輝き続けるにはどうしたら良いか、そのため

にはどのような教育が必要なのか、日本臨床検査

学教育協議会を中心に議論がなされていくものと

思います。機関誌「検査学教育」を通じ、臨床検

査学の教育に関する情報交換ができればと考えて

おります。会員の皆さまにはこれまでと変わらぬ

ご支援をよろしくお願い申し上げます。

（令和 2 年 1 月 17 日　編集委員　西川　潤）
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